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病害抵抗性におよぼす殺菌剤の影響に関する研究

第5報水稲各部の無機成分含有率＊

『ー

奈須･田和彦・勝見太。、

．（福井県立渋事試験場）
0Q＝、

，前報において水稲に殺荏鯖リ鰹g剤,As剤）を散布しると共に御批判を仰ぎたい。
た場合無機成分含有率に大きな影響を与えることを報告実験に当っては北陸農試小野小三郎臨士，当場{畔部
した。引続いて1960無には各種殺菌剤を用いて水稲の生主任川端清一技師（現兵庫農謝に種を有益な御示唆を
育並びに無機成分の”,移行につ〃､て実験を行なった頂いた｡記して感謝の意を捧げる。
が,本報告はその中の無機成分の吸収阻害,増大がどの；
部位に大ぎく影饗するかについて報告し,御参考Iこ供すI材料および方法
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*昭和36年4月，日本植物病理学会において1部を‘糒密苗代にて育苗した愛知旭，関東51号をゴンクリー
‘識表しだ｡？､，鎧．、‘、．。‐′､‘・ト.ポッド(30cm×80cm)に7月18日ユ株3本,4点棚
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1鮪1年7月総害抵抗性におよぼす殺菌剤の影唇に関する研究－55－

の2区制で行なった。肥料は元肥としてポット当り臓安方法で行なった。
89r9適石8gr,塩加49r施し,8月8日追肥として

茂安5grを施用した。 Ⅱ実験結果

供試藻剤はPMA(セレサン錠)Hg20p.p.m．,PMI各部位の乾物重並びに収量におよぼす影響各部の
(P1錠)Hg20p・p．m．,As(モンゼツト水和剤)As乾物亜測定の結果を第1表に示した。全逓鐙はPMA9

20p・p.m.,BCS(BlasticidinS)成分10p・p･xn．,PMIがやや多く9As'剤BCSは軽い傾向がみられた。と

STA(武田マイシン)200uniVCcの5種類で，散布は穂くにAs剤は稗亜およびワラ亜が多いのに反して全重，
孕期～出秘直前（8月26日，9月2日，9月6日）にゞ3収愈（籾亜）が軽かった。

回ポット当り200mlを敞布した。なお8月29日にはメイ不稔穂率はAs剤が顕著に商くHg剤,BCSは少ない

チニウ防除のためホリドール300倍を1ポット当り250ml傾向であった。収肚は2品趣ともPMI$PMAが多く，

散布した。BCSも同じかやや蝋した。As剤は減収箸しかった。

10月29日刈取り収種物を止蕊，下薬，莱鞘，稗,.穂STMは愛知旭では蝋し関東51号は減収していた。

軸，籾の各部位に分け分析した。分析法瞳第4報と同じ

蕊1裟殺麓剤が収趣および各部乾物重におよぼす影響（1株当りgr)
－
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第9号北陸痛害虫研究会報－56－

第2変殺菌剤が水稲各部位の無撰成分含有率に及ぼす影響（乾物当り％の百分比）（愛知旭）
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1節1年7月 病害抵抗性におよぼす殺菌剤の影響に関する研究 －57－

鯖3表殺菌剤が水稲各部位の焦磯成分含有率に及ぼす影響（乾物当り％の百分比）（関東51号）

POsKiOSiO2MgOCaOMnOFeOKgO/NSiOg/NMnO/FeO|蕊詞｜

|鑿 ｜'As

'STMI

lohec艇

ｌ
卜
露位 N

唖
的
祁
皿
琿
血

型
埋
弱
理
唖
坤

西
郷
Ｍ
”
幽
皿

１
１
１

郵
弱
嘩
晒
準
血

３
週
銅
鱈
妬
伽

、
１
１
１

１
４
的
副
醜
叩

哩
ｎ
ｌ
１

函
哩
碗
娼
和
、１

翻
両
即
釦
叱
加
１
１

副
鏥
配
瓢
⑲
詔

。
■
。
▲
●
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

副
齢
四
ね
型
鯛

●
●
巳
●
●
ｂ

６
７
３
７
６
７

１

罰
釦
両
調
副
拓

●
争
●
●
、
●

７
８
９
６
７
ｕ

ｌ
１

’止素

下素

Ａ
Ｓ

Ｍ
或

恥
画
亜
坐
諏
嘩

理
雷
空
釦
お
叩

１
１
１
１
１
１

６
鴫
汚
記
餌
皿

ｕ
１

詔
、
師
団
劉
逓

●
●
●
◆
●
●

０
１
７
１
１
０

１
１
１
１
１
１

閉
蛇
的
坤
皿
皿

”
顕
拓
鯛
師
畑

即
型
弱
。
哩
鎚
血

一 聖

101

122

，8

121

1m

噸
皿
誕
晒
坤
皿

ね
妬
、
劉
皿
的
１
１

OD44

0．45

0．69

0．64

0.46

0．56

”
調
由
“
配
記

＆
６
５
ａ
ａ
ａI

’ ’ＡＳ
Ｍ
或

恥
画
亜
坐
翫
韮

配
淘
駈
妬
顕
皿

晒
坤
理
唖
畑
血

1”

126

71

80

70

1“

1．17

Oc92

1．43

1．22

1．18

1．51

13.80

12.53

19.46

14.61

12.弱

14．86

庵
銅
布
型
脂
狛

●
●
●
●
。
Ｇ

２
２
１
１
１
２

112

1空

95

118

140

1”

碑
沌
卯
弱
噸
皿

皿
唖
理
坤
唖
皿

お
到
醜
型
“
”

１
１
１
１

叩
鯛
鯛
鯛
蝉
皿

１

素鞘

幅
副
空
龍
通
電
一

●
ｑ
●
○
■
●

２
１
１
２
１
２

’
’Ａ
Ｓ

Ｍ
唾

恥
画
誕
坐
諏
睡

106

104

101

93

95

1“

釦
調
弱
昭
昶
弱

●
Ｂ
Ｇ
●
●
心

３
４
４
２
３
３

帽
幻
劉
顕
唖
皿

１
１
１

1配

70

84

n3

116

100

沌
副
鯛
記
、
叩
１
１

四
“
埋
哩
哩
皿

“
空
弱
“
皿
皿

１
１

u2

111

115

93

94

1m

131

1眼

77

1m

69

1m

巽
醜
兜
巽
的
“

●
●
ｂ
●
●
●

４
５
６
４
５
４

稗

’99

96

94

115

1謡

f
l；

恥
画
塞
錘
鋤
》
｜
》
画
睡
坤
郵
》
｜
》
画
醒
鎚
ゞ
郡
》

四
池
罰
卵
訂
皿
一
皿
』
皿
卯
皿
皿
皿
一
聖
四
ｍ
卵
配
皿

鮨
刷
弱
龍
蛇
皿
一
詔
認
“
師
醗
皿
一
皿
琿
ゞ
、
坤
哩
畑

砺
嘔
哩
副
班
皿
一
ｍ
ｍ
鯛
皿
、
皿
一
翫
師
配
躯
皿
血

１
１
１

1“61

10091

12965

1訂83

1浬70

1”1叩

81鴎

8783

74100

1記113

94121

1m1m

93121

971肥

1W94

12597

85107

1001"

配
お
両
妃
砺
皿
一
唾
血
顎
鵬
池
皿
一
睡
理
由
“
和
、

１
１
１

｜
諏
如
記
》
鯛
妬
皿
鎚
弱
”
“
皿
皿

型
、
叩
嘘
配
叩

１
１
１
１
１
１

一
睡
唖
唖
暉
唖
唖
一
睡
唖
哩
唖
唖
唖

沌
即
洞
鯉
妃
的

１
１
１
０
１
１

●
●
●
。
■
◆

｜
麺
狸
狸
率
》
唖
郡
認
唖
繩
挫
認

配
狐
鍋
叩
弱
空

●
●
●
■
●
■

４
４
５
５
４
４

｜
》
率
唖
唖
埋
唖
一
狸
錘
率
率
唖
狸

私
露
塑
卯
廻
錘

ａ
ａ
＆
Ｌ
２
４

穂軸
卜

－」

籾

全体

I

1
一



研究会紙穂

はある部位では阻害をうけているが,MnOの阻

き”職ら薬寄鮭滅剤の袖助的効果も期待出来よ
．見里らによればBCS散布稲は全-Nがやや減

というが，本実験でもいずれの部位でも全-Nが
てし､た。同時にMnOの阻害も著しかった。

膨触こよれば葉身のMnO/FeOがゴﾏﾊがし病

－58－ 北陸病書虫
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As剤,STMいずれも小さく，止莱ではHg剤の中とく
●

にPMIは大きかった。

Ⅲ考察

As剤を散布することによって撫撫§蝋鰄る傾向が
あることについては既に多くの報告がなされている。

第1表からも従来の報告と同じように不稔穂率が高く収
逓（籾亜）力妙なかった。Hg剤BCSの収趾がよいの
ほ不稔穂率が小さいのも1因であろう。STMは高涙度
で臆械収傾向が一般に云われているが,愛知旭で噸し関
東51号で減収しているのは，品額的な差異が幾分あるの
か，宝た極端な晩植したために影響力妙ないのか，ある

いはMnO含盆が無処理よりも少ないが一般の水稲に比
較し這は多い点などからみて必ずしも正術な水稲とは云
えなし2迄めかも知れない。今後さらに追賦しなければな
らない。

As剤は稗の部分が瞳いのは，井上召によれば炭水化
物は稗および稗韮の部分では散布稲が少なくなることを
報告しているが，本実験では聴亜が極端に小さく炭水化
物の移行がさまたげられ稗の部分に貯まるのではなかろ
うか。

第4報では無機成分の吸収阻害の中で鉄が大きく，本
実験とは順位も必ずしも一致していないのは実験方法や
生育などの時期も異ることにもよろう。例えば第4報と
同じ時期に土耕法（ポット）によって薬剤散布後の養分
吸収の径時変化をみた場合,Fe203も全体としてはあま
り顕著な差はみられなかった（1959未発表)。水耕法と
土耕法鰐よる相蕊でもあろう。

墓蕊惠､驚鰯蟄鰯富蕊菫鱒鰭
ないことを報告している。しかし第2．3表から明らか
なようにAs剤でも全体としてFeOの阻害は顕著でない
が，各部位別にみると稗の部分において著しく減少して
いた点から考えて，ある部位の阻害が大きく左右するの
かも知れない。

媚･】6.17〕

高坂らもAs剤散布がK20,P205の吸収阻害を起すこ
とを認めている。第2．3表からも2品種とも全体とし
てはK20がやや阻害をうけていた程度であるが，稗の
部分においては極端な阻害をうけていた。さらに高坂ら

26.17）

はAs剤散布は小粒キンカク病にも罹病しやすくなるこ
とを認めているが,K20が稗の部分において含有率が低
いことを併せ考えると興味深い。

Hg剤(PMA,PMI)では止葉においてMgO,
Mn0,K20の含有率が高いのも収量面でプラスしてい
るものと考えられる。StrePtomycinに各種の微量元素
を添加して薬害軽減させる試みが*鍔されている｡FeO

面叛当り．病斑数と極めて高い(－)の相関があるこ
されているが,MnO/FeOはBCS9As剤，
いずれも概して小さい点からみて，ゴマハガレ

雲雲零震鰻蕊鰯誓欝擬嬢巽鴛
レ病の発生が多くなることが認められている。またBC
Sについては当場伊阪技師（1961未発表）によってゴマ
ン､ガレ病に対して効果がないことが観察されている。
止蕊についてMnO/FeOはPMAであまり調上がな恩
が,PMIは大きい。さらに錐者ら(196球発表）森ら
の観察からもPMAよりPMIの方がゴマハガレ病に対
して有効である点からみてMnO/FeOとの関係が示唆さ
れて興味がある。

Ⅳ摘要

1As剤は不稔穂率が顕著に高く，収遮（籾亜）も
少なく,Hg剤(PMA,PMI)は収通多く,BCS
は同じかやや蝋した。STMは愛知旭では増し関東51号
では減収した。

2ワラ霊はAs剤が玻も多く,Hg剤もやや多く，
BCS9STMは軽くなる傾向であった。とくにAs剤
は稗の部分が趣かつた。

3無機成分含有率は各部によづて異なり7As剤は
N,P9059K20,SiO2,MnO,FeOが稗の部分におい
てとくに顕著な阻害をうけていた。関煎1号もP2059
K209MgO,FeOが同じ傾向であった。

4止葉では概してIAs剤によってMnO,Mgo,K30
の阻害がみられCaO,EgO5は増していた。BCSは各
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■

§,SiO2の増大は著しかつ
）はMnO,MgOの含有率

部ともMn0,Nが少ない力

た。Hg剤(PMA,PMI
が高かった。

5As剤によってK20/N

はBCSの場合署大きかつた。
１
１
１

が稗，穂軸で小さくSiO2m
はBCSの場合豆たきかつた。MnO/FelはBCS,As
剤,STMの各薬剤のいずれも各部で概して小さかっ
た。Hg剤はあまり変化がなかったが，止葉についてみ
るとPMIがPMAヱリも大きかった。
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